
広報誌について
12月号発行部数：96,400部、発行単価(配布費含む)：約27.9円/部(うち約3.6円広告収入)「ふれあい城東」は点字版
もあります。ご希望の方は、総務課 ■☎ 6930-9095 ■FAX  050-3535-8684 または大阪市行政オンラインシステムへ。
CD版の貸出しも行っています。区ホームページにデジタルブック版、PDF版、音声版を掲載しています。

10月28日よりオンデマンドバスの運行（社会実験）がはじまりました。オンデマンドバスとは、
規定の経路や時刻表がない予約型のバスです。今回はオンデマンドバスに乗ってみました。

吉村区長の 城東見聞録
笑顔あふれる諏訪地域の敬老フェスティバル

　区内16の地域活動協議会では、町会をはじめ各種地域団体が集まり、防災・防犯活動や環境衛生、
こどもから高齢者の方の福祉・健康増進、文化スポーツ事業などさまざまな活動を通じて、安心・
安全で住み良いまちづくりに取り組んでいます。このコーナーでは、城東区まちづくりセンターが
取材した各地域のイベントや取組みを紹介していきます。  
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　9月15日の敬老の日に諏訪地域活動協議会による「敬老フェスティバル」
を開催しました。会場は終始和やかな雰囲気に包まれ、参加者からは手拍
子や笑い声が絶えませんでした。
　ステージでは、地域の皆さんや成城高校の生徒による歌や踊り、演奏な
どが次 と々披露され、参加して一緒に楽しめる催しとなりました。
　また、同時開催された地域の皆さんによる作品展では、絵画や手芸、写真
などの力作が展示されました。作品を眺めながら交流する姿も多く見られ、
地域の温かいつながりを再確認するひとときとなりました。
　諏訪地域活動協議会では、毎年少しずつ内容を工夫しながら、誰もが笑
顔で楽しめる敬老フェスティバルとなるように取り組んでいます。

今福地域のこどもたちがチームで挑戦！「プログラミング教室」と「Minecraftカップ」
　今福地域活動協議会では、毎週水曜日にこどもたちを中心とした地域の
皆さんがデジタルものづくりの楽しさを体験できる「ナレッジ・ラボ（プロ
グラミング教室）」を開催しています。
　参加者はタブレットやパソコンを使い、キャラクターを動かしたり、簡単
なゲームを作ったりと、夢中になってプログラミングに取り組んでいます。
　今年は、地域の小学生がチームを組み、全国規模のデジタルものづくり
コンテスト「Minecraftカップ」に挑戦し、自分たちで考えたまちのデザイ
ンや環境づくりのアイデアを、ゲームの世界の中で表現しました。
　今福地域活動協議会では、こどもたちが楽しく学び、未来へつながる力
を育む取組みをこれからも続けていきます。

地域活動協議会 レポート今回は
です諏訪、今福

城東区まちづくりセンター
（放出西1-9-7 放出西会館内）
   ■☎ 6167-9900
 ■ FAX   6167-9901

広報誌「城東区まちセンジ
ャーナル」や各地活協の
広報誌を区役所1階広報
誌ラックにて配布中です！

町会加入についてのお問合せは▶  城東区地域振興会事務局   ■☎ 4255-6066  ■ FAX   4255-6088

問合せ
各地活協の
SNSやホーム
ページはこちら
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第13回城東キャンドルナイトin城北川〈10月25日（土）〉
　アイラブ城北川実行委員会との共催でキャンドルナイトin城北川を開催しました。
　この日は生憎の天気で、キャンドルを点火して間もなく雨が降り出し、キャンドルの火が消えてしまいましたが、来場
された方に少しでも楽しんでいただこうとコーラスライブは室内からの演奏で行うことができました。
問合せ ： 市民協働課（市民活動支援）  ■☎ 6930-9743  ■ FAX   050-3535-8685

城東区通信

第52回城東まつり〈11月8日（土）〉
　秋晴れのもと、蒲生公
園一帯で開催され、会場
には多くの方が来場さ
れました。踊りや歌など
の舞台発表や出店、体験
コーナーなどが催され、
来場者の皆さんはさまざまな催しを楽しんでいました。
会場は終始、活気と賑わいにあふれていました。
問合せ ： 一般財団法人大阪市コミュニティ協会 城東区支部協議会 

 ■☎ 4255-6066  ■ FAX   4255-6088

乗降場所選択 オンデマンドバス予約 予約完了

城東区健康まつり〈11月8日（土）〉
　区民センター２階
城東スギタクレスト
ホールおよび城東区
役所2階スペースに
て開催。たくさんの
方々が来場され、健
康について学ぶなど、楽しまれていました。少しでも健康増
進に興味を持っていただけたら嬉しいです。
問合せ ： 保健福祉課（保健）

 ■☎ 6930-9882  ■ FAX   050-3535-8689

１.乗車予約
　スマートフォンアプリ、LINE、電話から
予約ができます（予約開始は希望する乗
車日の３日前から）。今回は「e METRO」
のアプリで予約してみました（※）。アプリ
を起動して対象エリアを選択し、予約人数
と日時、希望の乗降場所を選ぶだけ。乗降
場所は、地図上のバスマークをクリックす
るだけで選ぶことができ、わかりやすくて
簡単でした。その後、決済方法（決済方法
によっては事前の登録や購入が必要です）
を選択して予約完了です。
※「e METRO」アプリはインストールとID登録が必

要です。

２.乗車
　出発予定時刻までに乗車場所へ向かうと、オンデマンドバスがやってきました。運転手に「予約番号」
を伝えて予約時に選択した支払方法に基づいて支払います。クレジットカード決済などの事前決済な
ら、そのままスムーズに乗車できます。運賃は大人210円、小児110円と、バスの普通運賃と同額です。
予約型なので必ず座ることができるのも安心ですね。また「e METRO」アプリでは、乗車予定時刻の５
分前からバスの現在位置が確認できます。

３.降車
　指定の乗降場所に到着後、下車できます。
　オンデマンドバスはバス停ごとに停車することがないため、指定の
降車場所までスムーズに連れて行ってくれるのでとても快適でした。
※オンデマンドバスは乗り合いを基本としているため、他のお客さんの乗降のために
ルートを迂回する場合や遅れる場合があります。

　オンデマンドバスはこれまでにない新しい移動手段です。日々の
交通手段の一つに加えてみてはいかがでしょうか。
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